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●注意事項
■入所日となる令和７年４月１日時点で保育を必要とす
る認定を受けていることが入所条件になります。■保育
所等の入所決定は先着順ではありません。■就労証明
書の取得等に時間がかかる場合がありますので、お早め
に必要書類と手続きをご確認ください。■各保育所の募
集人数や所在地等は配布資料にてご確認ください。
■令和6年12月31日までに生まれる可能性のある児童
については、仮申込みができます。■既に保育所等を利
用している児童について、他の保育所等への転園申込み
も同期間内に受付いたします。

問  子育て支援課　保育児童係

☎ 893-4156

問  子育て支援課　幼保支援係
☎ 893-4649

保育所等(認可保育園、認定こども園、地域型保育所)の4月入所申込

宜野湾市立幼稚園・預かり保育(長期預かり)の園児募集

●対象児童
❶宜野湾市民であること
❷保護者の共働き等により保育を必要とする認定を
　受けた、生後3カ月～小学校就学前までの児童
　(令和７年4月1日時点)
※特別支援保育(障がい児保育)を検討されている方は
専門職が対応いたしますので、電話予約のうえ事前相
談をお願いいたします。

申込書等受付期間 木 ～ 火

受付場所 宜野湾市役所多目的会議室(正面玄関向かい）

  《申込書等受付時に持参するもの》
　❶申込書類一式　❷保護者の本人確認が出来る書類（運転免許証・パスポート等）

※世帯の状況に応じて追加の書類が必要となる場合がございます。
※郵送での申込みも可能です。申込みに関する詳細は必ず宜野湾市のホームページでご確認ください。
　なお、郵送での事故等は責任を負いかねます。ご了承ください。

※土日祝日は除く、期日厳守

　 9:00～11:30　13:00～17:00 　※最終受付16:30まで
　※10/1(火)より、子育て支援課ホームページから事前に申込書類の
　　ダウンロードができます。

保育所･市立幼稚園等の新入園児募集

【市立幼稚園】
●対象児
❶宜野湾市民であること
❷年長児（平成31年4月2日～令和2年4月1日生)
❸年中児(令和2年4月2日～令和3年4月1日生)
●入園区域　
　小学校の通学区に準ずる
●定員
　❶年長児 なし　❷年中児 各園30人
●保育時間
　月・水・金 8:15～12:00、火・木(弁当日)8:15～14:00
●午前保育料
　自己負担なし(教材費・おやつ代等は別途徴収）
※公立幼稚園への入園は義務ではありません。
※入園案内通知の送付はありません。
※年中児の申込みが定員を超えた場合は抽選にて決定いたします。
※大山幼稚園は、令和７年度から認定こども園にかわります。
▶ 入園受付後、❶と❷のいずれかの時間帯に各幼稚園で面談があります。
　 受付時に面談日時等詳細をご案内します。
　❶11/13（水）14：00～16：00の間（普天間、普天間第二、大謝名、嘉数、
志真志、宜野湾、長田、はごろも）❷11/15（金）14：00～16：00の間(嘉
数、志真志、宜野湾、長田、はごろも)

※10/10（木）より、各市立幼稚園でも入園願書を受け取ることができます。

【市立幼稚園　長期預かり保育】
●対象児　
　市立幼稚園へ入園予定の園児で、保護者の共働き等
により午後の保育を必要とする方
　※令和7年度入園予定の年中児も申請可能です。
●期間
　教育委員会が指定する期間
●休業日
　土・日・祝日・慰霊の日、12月29日～1月3日
　その他園長が指定した日
●預かり保育時間
平日　幼稚園の教育時間終了後～18:30
夏休み・冬休み・春休み　8:15～18:30
●預かり保育料
自己負担なし(おやつ代等は別途徴収) 
※施設等利用給付の申請が必要です。
●その他
　弁当日以外はケータリング利用可能

【令和7年度 4月】

～宜野湾市平和大使育成事業～

　株式会社うなぁ沖縄さまご協力の下、７月 20・21 日にかけて
沖縄戦について学習しました。20 日は、市立博物館長より、戦前
の自然豊かな宜野湾の様子や、沖縄戦が始まり 1945 年６月頃に
は、普天間飛行場の建設が始まる様子、今日まで続く戦後の現状
を学びました。午後は、當銘記者から沖縄戦の継承を巡る現状や
記事作成のポイントを学びました。
　21 日は、対馬丸記念館でご遺族の外間邦子氏から「命を大事
にし、夢と希望をもち、未来を歩んでいくこ
とが大切」と教えていただきました。午後
の嘉数高台公園では、沖縄戦当時ここで日
本軍と米軍による激しい戦闘が繰り広げら
れたことや、戦後 80 年近く経つ現在の宜
野湾市の様子を普天間飛行場と重ねあわ
せ、未来の宜野湾市を考える時間を共有す
ることができました。

宜野湾市では、平和の大切さを次世代へ継承できる人材育成を目的とした
「宜野湾市平和大使育成事業」に取り組んでいます。

令和 6年度は、市内中学生８名と青年層１名の計９名を宜野湾市平和大使に任命しました。
今回、県内で行った事前研修と、広島県・山口県での県外派遣研修の様子をご紹介します。

▲館長の解説を聞く平和大使

▲広島・原爆ドーム ▲平和記念資料館を見学する様子

▲養専寺の住職からお話を聞く様子

▲岩国微古館にて岩国空襲について学ぶ様子

▲空襲時の航空写真

▲外間邦子さんからお話を聞ける貴重な体験▲記事の書き方について学ぶ

事前研修

県外派遣研修

問合せ：市民協働課　☎893-4119　

　８月４日～７日の４日間、宜野湾市平和大使を被爆地・
広島県、岩国空襲の地・山口県へ派遣しました。
　原爆ドームや平和記念資料館を見学し、一瞬にして平
和が破壊された原爆の実相を学んだほか、全国の青少年
とともにヒロシマ青少年平和の集いに参加し、「あなたの
地元では、どんな戦争を経験して、それをどう伝えたい
ですか」などのテーマのもと話し合い交流を深めました。
８月６日の「平和記念式典」では、核兵器の廃絶と恒久平
和の実現に向け、平和の輪を世界中に広げていくことを
誓い黙とうを捧げました。

　翌７日にかけては、山口県岩国市や和木町養専寺で岩
国空襲について学びました。
　養専寺では、空襲を体験された方の証言や平和を考え
る際のヒントについてお聞きし、岩国駅では、空襲時の原
爆投下中心地の碑を見学しました。
　岩国徴古館で岩国空襲や錦帯橋について学ぶなどこ
れまで知ることのなかった各地の歴史に触れる貴重な機
会となりました。
　今後、平和大使は、事前研修や県外派遣研修で学んだ
ことを、各中学校や市平和イベントで報告する予定です。
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